
6

　「海辺の町の音
楽会ｐａｒｔ５」が令
和6年11月17日に
雄勝公民館で開か
れ、仙台市出身・在
住の小関佳宏さん
と千葉展子さんが
ギターとフルートの
音色を届けました。
芸術文化の裾野を
広げる「みやぎ県
民文化創造の祭典
実行委員会（芸術銀河）」の主催で、集まった約40人は２人が奏でるクラシック
からシャンソン、歌謡曲まで幅広いジャンルの曲に親しみました。誰もが知っている
「故郷」を手話で歌う場面もありました。

第５弾のコンサート

市報 いしのまき　令和7年（2025年）1月号

雄 勝 海辺の町に管弦楽器の音楽
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　石巻地区老人福祉施
設協議会は令和6年11
月17日、蛇田公民館で
「石巻地区介護・福祉
フェスティバル２０２４」を
開きました。介護や福祉
の仕事を身近に感じても
らうことが目的で、機器
の体験や介護食の試食
会、写真展などを実施し
たほか、担い手の確保に向けて就職相談のブースも設けました。血管年齢
や骨密度などを自ら測定できる健康チェックブースが特に来場者の関心を
集め、それぞれが健康状態を知るきっかけとなりました。

石 巻 介護と福祉を身近に
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　第20回かなん少
年の主張大会が令
和6年11月17日、
遊楽館であり、地
区の小中学生と高
校生14人が壇上
で、日頃に考えてい
ることや夢中になっ
ていることを５分の
持ち時間で発表し
ました。節目の大会は各校の推薦から公募に切り替え、中学生と高校生の
参加もありました。郷土芸能やダンス披露の余興もあり、子どもたちの堂 と々
した姿が訪れた大人を感心させました。

河 南 自薦で堂々 日頃の考え発表
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　パラリンピックの
正式種目として、
幅広い世代に親し
まれる競技「ボッ
チャ」教室が令和
６年１１月２０日に
北上公民館交流
ホールで開催され
ました。令和３年か
らパークゴルフなど
の様々なスポーツを楽しむイベントを行っており、冬季は室内で楽しめるボッ
チャのほかに卓球バレーも開催しています。当日は地域の人たちが集まり、和
やかな雰囲気の中で競技を楽しんでいました。

北 上 パラリンピック競技で交流
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　火を使う機会が
増える冬場となり、
石巻市桃生女性防
火クラブは令和６年
１２月１日、桃生総
合支所を会場に家
庭での火災予防意
識を高める研修会
を開催しました。初
めに河北消防署桃生出張所長を講師に最近の火災の傾向や一般家庭で
の主な出火原因とその対処法について学び、参加したクラブ員は真剣に耳
を傾けていました。その後、１１９番通報や屋外での初期消火訓練、煙道体
験にも取り組み、防火意識を高めていました。

桃 生 火災予防は家庭から
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　河北地区の住
民でつくるハンドベ
ルチーム「かほくベ
ルリンガーズ・アン
ダンテ」が令和６年
１２月３日、飯野川
保育所でコンサート
を開きました。クリ
スマスソングを中
心にジブリ映画の
楽曲など計７曲を披露すると、その美しい音色で子どもたちをうっとりさせて
いました。コンサート後には３―５歳児がハンドベルの演奏に挑戦し、みんな
で協力して童謡「チューリップ」を奏でました。

河 北 美しいベルの音色にうっとり
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　「ふるさと小包」
販売品「網地島産
さつま芋」出発式
が令和６年１２月２
日に網地島郵便局
で行われ、全国へ
発送されました。濃
厚な味わいの島の
さつま芋は、自家消
費のために栽培されてきました。長年、島で生花を行商してきた「フローリス
ト・クラウン」代表高橋さんは、新たな特産品として「島おこし」をしようと４
年前から自ら生産。「ふるさと小包」の他、高橋さんの市内店舗隣りでも焼き
芋を販売しており、島の魅力を発信しています。

牡 鹿 島の魅力発信


